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取組事例の名称 某企業様 集客施設スタンド補強工事 

概
要 

対象  

種別 
□救援    ■機能回復   □新・増設   □復興 

□その他 （                             ） 

規模 スタンド補修・補強工事 

 

 

実施会社 ㈱間組 

実施場所      県        市・町・村 

発注者  

1.工事等取組の目的及び概要と採用した技術名称 

名称：ロックボルト、コンクリート増し打ち、水抜きボーリング 

東日本大震災により、某企業様保有の集客施設スタンド各所に大きなひびわれが発生した。現地調査など

を行った結果、盛土上にスタンドを造成した箇所の被害が大きいことがわかった。 

補修・補強工事として、ロックボルトでの補強、コンクリート打ち増しでの補強とした。盛土法面対策と

して水抜きボーリングも合わせて施工した。 

 

2.当該技術を採用した理由、当該技術に期待した成果 

・盛土法面に対して、ロックボルトはほとんど適用しないが、施設を定期的に使用しながら施工すること、

大型の重機が使用できないことなどから採用した。 

・当該箇所の盛土性状も悪いことが予想されたので、水抜きボーリングも併せて施工することで、盛土内に

水を貯めない形とした。 

・今後の地震にも対応できるような対策工とした。 

（写真、イラスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013日建連土木工事技術委員会環境技術部会 

メインスタンド補修・
補強範囲
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取組事例の名称 某企業様 集客施設スタンド補強工事 

3.工事等の実施に当たっての課題や留意した事項、苦労した事柄・教訓 

・調査により盛土の状況把握、地形の把握を行ったうえ、上記断面のような計画・設計をおこなった。 

・施設営業は行うので、営業日時を考慮した工程計画をおこなった。 

・企業者の意向などで平日作業休止等が発生した。  

 

 

 

4.実施後の成果に対する発注者や地元住民等の評価 

・予定とおりの工期で完了した、適正コストで収めたこと、見栄えよく完了させたなどを企業者に評価され

た。 

・現在、施設営業も予定どおり行われている。 

 

 

 

 

5.採用した技術に対する改善点、望まれる技術 

・既存施設の補修・補強であるので、施工条件に制約が多く、盛土では適用例が少ないロックボルトとし

た。 

・本事例の今後の経過を観察しながら、評価を定めたい。 

 

 

 

 

6.今回の取組を通じ、将来の災害対応の為に準備すべきと感じた事項 

・現在も問題となっていることとして、宅地の地すべり、沢埋め盛土がある。復旧にも手間取っている状態

である。そのような観点から、事前の調査などで対策ができるところは、自然災害のある前に補強すべき

と思われる。宅造などは、民間での開発が多いため、事前対策は難しいところであるが。 
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2013日建連土木工事技術委員会環境技術部会 

 


